
男女共働参画社会

教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

肥
前
陶
磁
器
の
積
出
港

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
日
本
遺
産
の
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
に
関
わ
る
伊
万
里
の
文
化

財
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
有
田
で
始
ま
っ
た
磁
器
生
産

の
技
術
は
肥
前
各
地
に
広
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
製
品
が
作
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
肥

前
磁
器
の
製
品
は
、
主
に
伊
万

里
津つ

（
港
）
か
ら
積
み
出
さ
れ
て

国
内
各
地
に
流
通
し
、
さ
ら
に

長
崎
の
出
島
を
経
由
し
て
東
南

ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に

も
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
の
歴
史
ス
ト
ー

リ
ー
を
構
成
す
る
文
化
財
と
し

て
、
市
指
定
有
形
文
化
財
の
旧

犬
塚
家
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
文

政
８
年
（
１
８
２
５
年
）
に
建
て

ら
れ
た
白
壁
土
蔵
造
の
や
き
も

の
商
家
で
す
。
焼
き
物
の
積
出

港
と
し
て
栄
え
た
伊
万
里
津
は

千せ
ん

軒げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
数

多
く
の
商
家
が
建
ち
並
ん
で
い

ま
し
た
。
現
在
、こ
の
建
物
は
『
伊

万
里
市
陶
器
商
家
資
料
館
』
と

し
て
、
か
つ
て
の
伊
万
里
津
の

賑
わ
い
や
商
い
の
様
子
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
11
年
（
１
８
１
４

年
）
に
は
海
上
安
全
守
護
の
た

め
、
筑
前
の
商
人
関
係
者
か
ら

石
灯
籠
が
、
紀
州
の
商
人
か
ら

手ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

が
相
生
橋
の
た
も
と
に

あ
っ
た
戸
渡
嶋
神
社
に
寄
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
焼
き

物
の
流
通
に
全
国
各
地
の
商
人

が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
戸
渡

嶋
神
社
は
伊
萬
里
神
社
に
合
祀

さ
れ
、
石
灯
籠
・
手
水
鉢
は
伊

萬
里
神
社
に
あ
り
ま
す
。

↑旧戸渡嶋神社（現伊萬
　里神社）の石灯籠

　
日
本
遺
産
シ
リ
ー
ズ
③

　
国
は
、
平
成
11
年
６
月
に
施
行

さ
れ
た
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
』
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る

た
め
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日

ま
で
を
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、『
男
で

○
、
女
で
○
、
共
同
作
業
で
◎
。』

で
す
。
こ
れ
は
、
女
性
も
男
性
も
、

自
ら
の
意
思
に
よ
り
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
を

作
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
公
募
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

『
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性

活
躍
推
進
法)

』
の
施
行
か
ら
１

年
が
経
過
し
、
大
企
業
や
国
・
地

方
公
共
団
体
で
の
事
業
主
行
動
計

画
の
策
定
率
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
㌫

に
な
る
な
ど
、
女
性
の
活
躍
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
は
大
き
く
前

進
し
て
い
ま
す
。

　
男
性
、
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

自
ら
の
意
思
に
よ
り
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
男
で
○ま
る

、
女
で
○ま
る

、
共
同
作
業
で

◎
に
じ
ゅ
う
ま
る

。
〜

６
月
23
日
（
金
）
〜
29
日
（
木
）
は

『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
で
す

● 

問
合
先
　
男
女
協
働
推
進
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

市は、平成 28 年４月に『伊万里市男女協働参

画を推進する条例』を施行しました。この条

例により男女協働社会を実現し、誰もが自分

らしく生き生きと暮らせる社会を目指します。

家庭では

家族を大切にし、家

事・子育て・介護な

どを家族で協力する

職場では

男女がともに仕事と

家庭の両立ができる

職場を作る

学校では

一人一人の個性や能力

を伸ばし、社会で活躍

できる人材を育てる

地域では

男女がともに地域の活

動に関わり、より良い

地域づくりを進める

誰もが自分らしく生き生きと暮らせる
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